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共同汚水処理施設事業はどんなものなの？

共同汚水処理施設事業は、公共下水道の整
備予定区域から外れた団地で、市の管理を希望する
団地の汚水処理場を市が維持管理をする事業だよ。

今、市が管理している団地はあるの？

希望している団地は９つあるんだけど、一
定の条件を満たした４つの団地を市が管理してい
るよ。その団地では、平成30年度末時点でおよ
そ3,000世帯が使用しているんだ。

各事業の経営状況はどうなっているの？

下の表を見て。汚れた水をきれいにするた
めに必要な費用は、全ての事業で使用料収

入だけでは賄えていないから、その不足分を税金
で補てんしているんだ。

事業によって状況が違うんだね。特に市営
浄化槽事業は不足の割合が大きいんだね。

そうなんだ。公共下水道事業、共同汚水処
理施設事業、農業集落排水事業は生活排水をまと
めて処理施設で処理しているけど、市営浄化槽事
業は、個人の家などに設置している合併浄化槽で
別々に処理しているからだよ。

去年の10月に使用料を改定したんだよね？

そう、農業集落排水事業以外は改定したん
だ。平成30年度の決算に当てはめると、不足額
は右上の表のとおり減少するよ。

じゃあ農業集落排水事業は？

農業用水の水質保全と農家の生活環境を改
善することを目的に、農村地域の集落から出る生
活排水をその地区ごとの処理場に集めて処理する
事業だよ。

農業集落排水の処理施設はいくつあるの？

全部で26施設あって、平成30年度末時点
でおよそ3,300世帯が使用しているんだよ。

でもまだ賄えていないんだね。中には共同
汚水処理施設事業のように、ほとんど使用料収入
で賄える事業もあるんだね。

そうでもないんだ。特に共同汚水処理施設
や農業集落排水などの施設は古くなってきてい
て、今後は施設の改修が必要になるから不足額が
増える見込みなんだ。

なるほど、それぞれの事業でこれから先、
整備や改築更新の費用が必要になるんだね。

そうなんだ。だから計画的な整備や改築更
新が必要になるんだよ。市営浄化槽事業、共同汚
水処理施設事業、農業集落排水事業は、今の特別
会計から公営企業会計に移行していく話もあるん
だ。そうなると経営状況や財政状況がよく分かる
ようになるから、計画的に効率よく事業を行うこ
とができるんだ。
　次回は令和２年度当初予算についてお話しするね。

本来使用料収入で賄うべき金額(使用料改定前)

使用料収入58.5％
（16億1,085万円）

使用料収入22.8％
（6,732万円）

使用料収入76.1％
（7,639万円）

使用料収入55.2％
（１億2,697万円）

公共下水道事業

市営浄化槽事業

共同汚水処理施設事業

農業集落排水事業

不足額41.5％
（11億4,270万円）

不足額77.2％
（２億2,763万円）

不足額44.8％
（１億306万円）

不足額23.9％
（2,405万円）

本来使用料収入で賄うべき金額(使用料改定後)

使用料収入74.3％
（20億4,578万円）

使用料収入29.0％
（8,550万円）

使用料収入96.6％
（9,701万円）

使用料収入55.2％
（１億2,697万円）

※農業集落排水事業については、使用料改定を行っていません。

公共下水道事業

市営浄化槽事業

共同汚水処理施設事業

農業集落排水事業

不足額25.7％
（７億777万円）

不足額71.0％
（２億945万円）

不足額44.8％
（１億306万円）

不足額3.4％
（342万円）

公共下水道以外に処理場を持つ２つの事業


